契約第　　　　号

緊急通報装置使用貸借契約書

　貸付人石井町（以下「甲」という。）と借受人　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）との間において、次の事項により緊急電話機等の使用貸借契約を締結する。

　（貸与物件）

第1条 甲は次に掲げる物品を乙に貸し付ける。
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　（貸付期間）

第2条 この物件の貸与期間は、乙が、石井町在宅老人福祉事業実施規則に定める対象者に該当しなくなった時、若しくは不必要となった時までとする。

　（物品の受け渡し）

第3条 甲は、この物品を契約締結後すみやかに乙に貸与する。

　（用途指定等について）

第4条 乙は、この物品の必要がなくなったときは、甲に返還しなければならない。

　（転貸の禁止等）

第5条 乙は、この物品を転貸し、又は物品を使用する権利を譲渡してはならない。

　（費用負担区分）

第6条 乙は、この物品使用に必要な電話基本料金及び第1条に掲げる物品の設置後の移転費用は甲に請求しないものとする。

　　２　甲は、電話機及び無線送受信機の設置費用、電池の取替費用及び緊急通報管理委託料、第2条に掲げる貸与期間終了後の撤去費用を負担する。

　　３　第1条に掲げる物品を故意に毀損したときは、乙の負担とする。

　　４　乙は石井町在宅老人福祉事業実施規則第4条に従い、甲に利用料を納めるものとする。

　（協力義務）

第7条 協力者は、受信センターより連絡があった場合には、直ちに通報した老人等の状況の確認を行い、関係機関への連絡等必要な措置を講ずる。

　　２　上記の状況の確認及び救急活動のための進入に際して、家屋等破損が生じても、甲及び協力者等にその原形復旧費用を請求しないものとする。

　（契約の解除）

第8条 甲は、乙が、この契約に定める義務を履行しないときは、この契約を解除することができる。

　
（疑義の決定等）

第9条 この契約の各条項の解釈について疑義が生じたとき、又はこの契約に定めのない事項については、甲乙協議の上、定めるものとする。

　
この契約を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、各自1通を所持するものとする。

　　　年　　　月　　　日

　　　　　甲　　徳島県名西郡石井町高川原字高川原１２１番地の１

　　　　　　　　

　　　　　　　　石井町長　　小 林　智 仁
　　　　　乙　　
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